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JFA 夢フィールド 芝の苗植えイベントを開催

　この苗植えイベントには、高円宮憲仁親
王妃久子殿下、田嶋幸三 JFA 会長、森田健
作千葉県知事、熊谷俊人千葉市長、吉田麻
也選手（サウサンプトン FC）、酒井宏樹選
手（マルセイユ）、澤穂希さん、宮間あや
さん（ともに元なでしこジャパン）など多
くの著名人が参加、JFA のこの施設にかけ
る期待度の高さを感じます。
　あいにくの梅雨空でしたが、事前公募の
一般参加者 226 名を含む約 300 名の参加
者が、11,200 ㎡のフィールドに 50,000 株
のポット苗の植え付けを行いました。イベ
ントには、多くのベイタウン住民も参加し
ていた模様で、インタビューさせて頂いた
方の中でも、 ベイタウン住民の比率は高
かったです。
　植えられた芝は、16 週間で育つそうで、
その様子は、JFA のホームページ（https://
www.jfa.jp/nfc/）から定点カメラで見られ
るとのことなので、参加された方も参加さ
れなかった方も、見守って行きましょう。
　田嶋会長に近隣住民への一言を頂くと、

「芝に慣れ親しんだお子さんを育てる、親
御さん方も一緒にボールを蹴られるような
所にしたいと思っています。こう言っては
何ですが、ここは以前は鬱蒼としていて、
夜も散歩しづらそうと感じていましたが、
このように開けた空間になったので、安全
に散歩したり、練習を見たりで集まって頂
ける場になればと思います。今後も、この
ように地域の方と集えるイベントを開ける
ように考えて行きたい」とのことでした。
　また、 サウサンプトンの吉田麻也選手
は、「自分で植えたので、愛着が湧きそう
です。地元の皆さんに協力してもらい、た
くさんの思いが籠ったフィールドになりそ
うで、楽しみにしています。これまで、都
内近辺にトレーニング施設がなかったこと
に不自由していましたが、東京からも成田
からも羽田からも近い所に、このような施
設ができることは選手にとってもプラスに
なります」 とにこやかに語ってくれまし
た。

　 な お、 以 前 チ ラ シ が 配 ら れ て い た の
で、 ご存知の方もいらっしゃると思いま
すが、JFA では建設費用の一部をまかなう
ための寄付を募っており、5,000 円以上で
Web 芳名帳への名前掲載、10,000 円以上
で施設内へネームプレート掲出、30,000 
円 以 上 で ネ ー ム プ レ ー ト ＋ 内 覧 会 招 待、

100,000 円以上でネームプレート＋開所式
招待だそうです。
　まだまだ目標額には届かないので、応援
頂ける方は是非お願いします、と JFA の方
がおっしゃっていました（寄付は前記ホー
ムページ URL からできます）。

　日本サッカー協会 (JFA) では来年３月の完
成を目指して、幕張海浜公園Aブロック内
にトレーニングセンターを建設中です。「夢
フィールド」と名付けられたこのセンター。
完成すれば日本のサッカー界にとって一大拠
点となり、国内外の一流選手が利用する施設
になります。
　このセンターでは現在ピッチの整備中で、
先日（6月29日）芝の苗植えイベントが開催
されました。イベントにはベイタウンニュー
スも招待され、ニュース局員イチのサッカー
フリーク板東がリポートしてきました。【板東】

参
加
し
た
子
ど
も
と
笑
顔
で
植
え
付
け
す
る
吉
田
麻
也
選
手
と

酒
井
宏
樹
選
手
。
後
ろ
は
建
設
中
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
。

来賓・ゲストの皆さん。

グリーナから参加のながおさん夫妻。奥様は
新習志野の秋津サッカー場にも代表の練習を
見に行く自称ミーハー。「完成したら身近で
見られるので、楽しみ」

ミラマールから参加の中さん親子（お父さん
と壱成くん、絢音ちゃん）。今は野球好きだ
けど、これを機に、このピッチに立つことを
目指す？

船橋から参加した女の子。澤さん、宮間さん
とおしゃべりしながら、楽しそうに植えてい
ました。かぶっているのは、お母さんがこの
日のために作った特製品です。



磯遊び　６年１組　瀧口永茉
　私が農山村留学で楽しかったことは、磯
遊びです。磯遊びではたくさんの生き物と
触れ合うことができました。
　南房総の海では、カニ、ヤドカリ、ムラ
サキウニを観察することができました。私
たちは運も良く、大きなタコやウツボも見
ることができました。
　砂浜には、ビンなどのガラスの破片が波
に流されながら石に当たり、角が丸くなっ
たシーガラスというものもありました。ま
た、色とりどりの貝殻もたくさんありまし
た。中には三色混じったものや、青い貝が
らもありました。
　このようにベイタウンでは見ることがで
きない生き物をたくさん見たり、 実際に
触ったりすることができ、とても貴重な体
験になりました。今まであまり意識してい
ませんでしたが、海はたくさんお生き物の
すみかになっていることに気づき、私もこ
れから、海を大切にしていきたいとい思い
ました。

農山村留学を通して
６年１組　大橋　悠奈

　農山村留学では、近くの海に行って磯遊
びをしました。海の浅いところにたくさん
のヤドカリや、小さい魚がいました。ベイ
タウンの海よりもとてもきれいでおどろき
ました。ベイタウンの海もきれいになるよ
うに、もっと自然を大切にしようと思いま
した。
　他にもキャンプファイヤーや、 演芸大
会、地引網などの活動をしました。特にキャ
ンプファイヤーでは、 ゲームだけではな
く、フォークダンスもしました。マイムマ
イムを踊り終わったときに、みんなが「も
う一回」と言って、三回も踊りました。と
てもつかれたけれど、楽しかったです。ク
ラスや男女の垣根を越えてみんなで盛り上
がり、仲を深められました。
　この農山村留学では、ベイタウンには少
ないたくさんの自然の仲で、様々な活動を
することができました。また、学校よりも
永い時間を友達と過ごし、友達の新たな一
面や良さを知ることができました。

初めてのうちわ作り
6 年 1 組　吉田　大峨

　農山村留学で房州うちわ作りを体験しま
した。これまでぼくは、うちわに興味がな
く、いつもプラスチックでできた駅で配ら
れているような物を使っていました。
　ぼくたちのために、工房の方が様々な模
様の紙や貴重な竹を用意してくれました。
お話しの中で、房州内輪が日本三大うちわ
の一つであることや、骨組みで使われてい
る竹の多くが、今は中国産だということを
知りました。日本産の竹は、しなりがあっ
て、たくさんの風を送ることができるそう
です。今回は日本産の竹を用意していただ
きました。うちわの骨組みを均等に分ける
作業では、一本ずらすと他のところの間か
くもずれてしまったり、ふちに和紙をはる
作業は、とても細かく、のりが乾く前には
らなければいけなかったりと、難しくて細
かい作業がたくさんありました。
　初めてうちわを手作りすることができ、
とても嬉しかったです。このうちわは二十
年、三十年と使えるそうなので大切にした
いです。

私の楽しかった農山村　長尾　莉紗
　私が農山村で楽しかったことは一日目の
アドベンチャーポイントラリーと三日目の
野外炊飯です。
　一日目のアドベンチャーポイントラリー
では、大房岬公園を班のみんなで回り、問
題を解いたり、 先生の課題に取り組んだ
り、楽しい班での活動ができました。自然
の虫が沢山いて、自分達の住んでいるベイ
タウンでは見つけられなさそうな虫もいま
した。豊かな自然の雰囲気を感じることが
できてよかったです。
　三日目の野外炊飯では、最後の日だった
ので、活動班のみんなで今日りょっくして
カレーを作ることができました。私はジャ
ガイモとニンジンを小さめに切って、少し
でもみんなの口に合うサイズにするために
がんばりました。学校で学習したことを生
かして作ることができました。
　こうして私の楽しかった農山村が終わり
ました。六年になってからまだまだ学ぶこ
とがあると思うので、今回の農山村留学を
生かしてこれからもがんばっていきたいと
思います。

子ども記者が伝える

農山村留学の思い出

　美浜打瀬小学校では6月17日（月）～19日（火）の２泊３日で、大房岬少年自然の家に農
山村留学に行ってきました。ベイタウンを離れ、大自然の中で友達と様々な活動をし、充実した
３日間にすることができました。その３日間の思い出を綴りました。
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　 今 回 で 第 6 回 に な る「 流 し そ う め ん 」
大 会 が 7 月 13 日（日）、 ベ イ タ ウ ン・ コ
ア中庭で行われました。残念ながら今年は
小雨のため、今年は子どもルーム横の庇（ひ
さし） のある部分での開催となりました
が、それでもたくさんの親子連れが集まり
ました。
　雨のため、「60 人も集まれば・・・」と

雨空をうらめしそうに見る主催した山口さ
んの予想に反し、結局集まったのは確実な
数字で 85 人。子どもだけの受付だったの
で、 大人を含めると 200 人ほどが流しそ
うめんや水鉄砲、すいか割りを子どもと楽
しみました。流しそうめんはベイタウン７
月の風物詩になりました。来年も期待して
います。

今年は小雨下で決行　「第６回流しそうめん」



　７月初旬の九州での豪雨では、広範囲に避難指示が出されました。その結果、施設が満員で自
家用車の中で寝泊まりしたり、複数の避難所を渡り歩かざるを得なかったり、というような問題
が報道されていました。ベイタウンは災害のとき大丈夫なのでしょうか。幕張ベイタウン自治会
連合会の防災委員、森川さんに聞いてみました。【小原】

—　大地震や津波災害がおきた時、ベイタ
ウンには避難所はできるのですか。
　「避難所は、打瀬小、海浜打瀬小、美浜
打瀬小、打瀬中、そしてコアが本部という
ことで千葉市から指定されています。ただ
し、ここは頑丈な鉄筋コンクリート構造の
マンション群ですから、全ての人が避難す
る必要はなく、『在宅避難』 が基本です。
身体の事情により自宅での生活が困難な場
合や、重度のケガ人、自宅が大幅に破損し
た場合に避難所を利用してもらいます。そ
の他に救援物資の集積・配布という役割や
各街区の被害状況の情報を共有する中心地
ともなります」。

—　では、避難するときは近所の学校に行
けばいいのですね。
　「 学 区 と は 違 う 街 区 が あ る の で ホ ー ム
ページで確認しておいてください」。

—　避難所開設・運営計画はどう作ってい
るのですか。
　「防災委員会では、マニュアルを作成し

　 今 年 も 夏 休 み ラ ジ オ 体 操 が 7 月 14 日
（日）から始まりました。千葉市では学校
のエアコン設置がこの夏に行われるため、
全国の小中学校よりも１週間早く夏休みが
始まり、ラジオ体操も全国に先駆けての開
始です。といっても今年は雨つづきで初日
の 14 日から 16 日まではグラウンドは水
浸し、でも熱心な子どもたちは雨の中でも
会場となった美浜打瀬小にやってきて毎日
50 人ほどが屋根のある廊下部分でラジオ
体操を行いました。
　正式なラジオ体操開始はやっと雨が上
がった 17 日（水）。この日が初めてリーダー

が朝礼台に登壇しての体操開始です。
　今年リーダーに手を挙げたのはベイタウ
ンの３小学校からの 18 人。今年はスター
ト時から体操のレベルが高く、本番前の海
浜打瀬小ピロティで行われた３回の練習会
で、初日からもう直すところがないほど綺
麗な体操をする子もいました。こんな年は
指導する鎌田さんも燃えるようです。つい
熱が入って例年なら見過ごされるような細
かい動きまで厳しい言葉で指導され、一時
は子どもたちが萎縮しないかと心配するほ
どでしたが、今年のリーダーたちは「打た
れ強い」ようです。みんなの前で厳しく名

指しで指導されても翌日には
注意されたことを直してきま
す。
　このニュースが配布される
8 月 3 日 に は ラ ジ オ 体 操 の 前
半 は 終 了 し て い ま す。 前 半 の
半分近くを雨にたたられた夏
休 み ラ ジ オ 体 操。 後 半 は ス ッ
キ リ し た 青 空 の 下、 元 気 な 子
どもたちの姿が見たいもので
す。 後 半 の ラ ジ オ 体 操 は 8 月
25 日（日）から海浜打瀬小校
庭です。ぜひおいで下さい。

て３年前から避難所開設訓練を行ない、反
省をもとに見直しをしています。不具合を
探し出し、改善して次へつなげていくのも
訓練の目的の一つです」。

—　避難所は誰が開設・運営するのですか。
　「訓練ではもちろん防災委員会や各街区
担当者が中心となりますが、現実には担当
者が決めてあっても、災害は日時を選んで
くれません。例えば平日の日中に大地震が
起きれば多くの働きざかりの世代は東京な
どの遠方に足止めされ、残っている住民（主
に女性と高齢者）が率先して避難所を運営
することになります」。

—　そういえば東日本大震災の時も、避難
所で避難者の方も炊き出しやトイレ掃除、
物資の分配など様々な仕事を分担していま
した。みんなで助け合うということです
ね。
　「そうです。ホスト・ゲストという区別
はなく、それぞれができることを分担し合
うのが基本的な考え方です。そこで、８月

25 日の避難所開設訓練では、皆さんに避
難所開設ではどんなことをするのか体験し
てもらいたいと思います。一般参加者の集
合は 10 時ですが、希望の方は９時に集合
すると防災委員と開設準備の段階から体験
できます」。

—　他に、今回の訓練の特徴は何ですか。
　「もう一点、ペットの同行避難という問
題があります。現在何もガイドラインがで
きていないので、訓練後に２２番街のベイ
タウンペットクリニックの防災担当をお迎
えしてシンポジウムを開きます。ただし、
当日はペットなしで参加してもらいたいの
で、よろしくお願いします」。

　どうも避難場所に集合して消火訓練や救
急救命法を学ぶという従来型の避難訓練の
イメージとは違うようです。また、大災害
の時は全ての人が「被災者」になるので、
その中でお互いにできることを補い合い、
助け合うという姿勢が大切なのだと改めて
強く感じました。
　備えあれば憂いなし。家族で防災に取り
組むきっかけとして参加・体験してみま
しょう。
・避難所開設訓練：８月 25 日（日）10 時
～打瀬中学校アリーナ（体育館）に集合
・ペット同行避難に関するシンポジウム：
11 時から 30 分程度を予定

災害時　ベイタウンは大丈夫？

夏休みラジオ体操始まる　今年のリーダーは？

　コアフェスタ　11/2、11/3 に開催決定

　恒例のコア・フェスタ。今年はコア・フェ
ス タ が 11 月 2 日（ 土 ）、11 月 3 日（ 日 ）
の２日間の予定で開催されます。
　コア・フェスタはベイタウン・コアで活
動する 30 以上のサークルが、コンサート
や発表会、作品展示などを行う楽しい２日
間です。当日は「子どもサイクルリサイク
ル」や「お茶会」などの屋外イベントの他、
フードコートやフリーマーケットなどのイ
ベントも目白押しです。ぜひおいでくださ
い。
　 コ ア・ フ ェ ス タ の 詳 細 は ベ イ タ ウ ン
ニュース９月号でお知らせします。フリー
マーケット出店募集と「子どもサイクルリ
サイクル」への自転車募集も９月号です。



●館長イチ押し！ 夏休み体験教室②　８月２日受付開始

その１：親子体験
「夏休みの思い出のアルバム作りに挑戦」

日時：８月 28 日（水）10：00 ～ 12：00
場所：打瀬公民館工芸室 
講師：アルバムの会の皆さん
対象：就学前児童～小学生親子

（定員：先着８組）
費用：お子さん一人 1000 円

その２：親子体験
「さかさ万華鏡づくり」

日時：８月 29 日（木）13：00 ～ 15：00
場所：打瀬公民館工芸室 
講師：寺子屋工作ランド
　　　鎌田　繁　先生
対象：就学前～小学生４年生親子

（定員：先着 15 組）
費用：無料

その３：
おこづかいの話と預金箱づくり
日時：８月 30 日（金）10：00 ～ 12：00
場所：打瀬公民館工芸室 
講師：県金融広報アドバイザー
対象：小学１年生～３年生

（定員：先着 30 名）
費用：無料

●館長イチ押し！ 主催講座～９月２日受付開始
　公民館では、昨年度好評の「親子ふれあい教室」を充実させ、
０歳～１歳児と保護者を対象に「子育て教室２－離乳食とアレル
ギー相談」を開催します。皆様の参加をお待ちしています。

◇講座内容
その１：子育て教室１
親子ふれあい教室（全２回）
日時：９月 18 日（水）、25 日（水）10：00 ～ 12：00
場所：打瀬公民館講習室 
講師：美嶋　稲美　先生

（UFO キッズサークル講師）
対象：１，２歳児と保護者

（定員：先着 20 組）
費用：教材費 200 円（２回分）

その２：子育て教室２
離乳食とアレルギー相談
日時：９月 26 日（木）10：00 ～ 11：30
場所：打瀬公民館和室
講師：千葉市子育て支援館講師
対象：０、１歳児と保護者（定員：先着２０組）
費用：無料

その３：大人の科学教室
ポンポン蒸気船を作ろう
日時：９月 28 日（土）
14：00 ～ 15：30
場所：打瀬公民館工芸室 
講師：くらりか講師（蔵前理科教室ふしぎ不思議）
対象：成人（定員：先着 24 名）
費用：教材費 200 円

◇申し込みの方法
それぞれの受付日に直接打瀬公民館窓口または電話で

〈問い合わせ〉打瀬公民館　電話 296-5100
時間は 9：00 ～ 17：00

8 月のベイタウンかふぇ
　８月はお休みさせていただきます。
　次回は９月 11 日（水）にお会いしましょう。
　熱中症にならぬよう、お身体大事にして下さい。
　問い合せ：うたせ認知症を考える会　
中澤（TEL：211-0588）

毎月9日はキュービックの日！
『キュービックマルシェ』開催
＜8月＞	8/9（金）11時～
8/26（月）出張マルシェ＠TENT幕張
＜9月＞	9/9（月）11時～

　イベント詳細・お問い合わせ：キュービックカフェ
https://www.cubic-cafe.com/

キュービックカフェ　8 月・9 月のイベント・ワークショップ

つどいまなびつなぐ
ベイタウン・コア /公民館通信

わくわくおはなし会 8月の常設おはなし会は夏休みのためお休みです。

第 185回ファツィオリの会

日時：8 月 25 日（日）　午前 9：30 ～
場所：ベイタウン・コア音楽ホール
フルコンサ−トピアノ「ファツィオリ」の演奏や他の楽器の演奏、
声楽や合唱などに使って頂くことが出来ます。非公開でのご利用を
希望のときは、ご相談下さい。定員になり次第締め切らせていただ
きます。聴きに来て頂くのは、自由です。
受付締め切り：8 月 18 日（日）
申込先：09brillanteaki@gmail.com ( 庄司 )　fax: 043-276-4266

　8 月のコア・イベント

8 月 24日（土）寺子屋工作ランド

「ぶんぶんごま」
日時：8 月 24 日　第 4 土曜日　　午前 9：30 ～ 11:30
場所：ベイタウン・コア工芸室
ぶんぶんごまにいろをつけて回してみよう。
どんないろになるだろう。
持ってくるもの：はさみ、えんぴつ、クレヨン、いろがみ、サイン
ペンなど
参加費：50 円（保険料）

次回のおはなし会は
日時：9 月 21 日　第３土曜日　午前 10：30 ～
場所：ベイタウン・コア講習室
次回もわくわくするお話を用意してお待ちしています。
年齢制限はありません。絵本の好きな大人も子どももぜひきてね！
予約は不要です。読み手も募集中、見学大歓迎
ブログ更新中・見てね　http://blog.livedoor.jp/chibawaku/
お問合せ先：chibawaku2@freeml.com




